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記者席から

MLIT NAVI

表紙
自然現象の観測結果をもとに予報や注意報・警報

などを提供する気象庁。海の警察・消防として活動

する海上保安庁。いずれも究極の目的は国民一人

ひとりの生命・財産を守ることにある。その目的を

遂行するエキスパートを養成するため、国土交通省

は2つの専門教育機関を持っている。

特集

国土交通省では、さまざまな

分野のエキスパートが業務

にあたっています。

入省後、各部署に配属されて

から教育・訓練が行われる

業務がほとんどですが、その

専門性ゆえ、国土交通省管

轄の専門教育機関で教育を

受けた後、初めて現場に配

属される業務もあります。

今回はその専門教育機関

「気象大学校」と「海上保安

大学校」にスポットをあて、

エキスパートとは何か、大学

校では何を教育しているの

か、学んだことを現場でどう

生かしているのか、をご紹介

します。

エキスパートを育む
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基
盤
は
デ
ー
タ
と
技
術
力
の
蓄
積

　
気
象
庁
が
相
手
に
す
る
自
然
現
象
は
、

天
候
と
な
っ
て
現
れ
る
大
気
の
諸
現
象

か
ら
、
地
震
・
火
山
や
海
洋
で
起
き
る

現
象
ま
で
、
幅
広
い
。
あ
ら
ゆ
る
自
然

現
象
を
、
最
新
技
術
を
駆
使
し
て
観
測

し
、
各
種
の
観
測
結
果
を
も
と
に
科
学

的
知
見
の
蓄
積
を
生
か
し
な
が
ら
先
行

き
を
予
測
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
結

果
を
、
天
気
予
報
や
各
種
の
気
象
注
意

報
・
警
報
な
ど
の
形
で
、
防
災
関
係
者

さ
ら
に
は
国
民
一
般
に
的
確
に
提
供
し

て
い
く
。

　
組
織
と
し
て
の
強
み
は
、
基
礎
と
な

る
観
測
デ
ー
タ
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な

技
術
力
の
蓄
積
が
あ
る
こ
と
。
こ
れ
が
、

観
測
結
果
を
ど
う
読
む
の
か
、
先
行
き

を
ど
う
見
通
す
の
か
、
現
象
把
握
の
筋

道
を
立
て
る
う
え
で
大
い
に
力
を
発
揮

す
る
。
国
の
機
関
と
し
て
長
年
に
わ

た
っ
て
地
道
な
業
務
に
取
り
組
ん
で
き

た
こ
と
が
、
観
測
・
予
測
技
術
の
確
か

な
基
盤
を
つ
く
り
上
げ
る
。

　
業
務
の
性
格
上
、
第
一
線
の
現
場
に

は
幅
広
さ
と
深
さ
を
併
せ
持
つ
高
い
専

門
性
が
求
め
ら
れ
る
。
必
要
な
人
材
を

幹
部
候
補
と
し
て
養
成
す
る
の
は
、
気

象
大
学
校（
千
葉
県
柏
市
）だ
。

知
識
・
技
術
と
使
命
感
を
養
う

　
前
身
は
、
大
正
11
年
に
開
設
さ
れ
た

中
央
気
象
台（
現
気
象
庁
）附
属
の
測
候

技
術
官
養
成
所
。
そ
の
後
、
研
修
所
の

時
代
を
経
て
、
昭
和
37
年
、
気
象
大
学

校
と
し
て
ス
タ
ー
ト
を
切
る
。
定
員
は

各
学
年
15
人
。
卒
業
後
は
、
全
国
61
カ

所
の
地
方
気
象
台
な
ど
で
現
場
の
最
前

線
に
立
ち
、
お
お
む
ね
３
年
前
後
で
地

方
気
象
台
を
指
導
す
る
管
区
気
象
台
や

本
庁
に
移
っ
て
、
気
象
庁
の
技
術
開
発

や
業
務
運
営
の
中
核
と
し
て
指
導
的
役

割
を
果
た
す
。

　
気
象
大
学
校
で
は
、
ど
の
よ
う
な
考

え
の
下
で
人
材
の
養
成
に
取
り
組
ん
で

い
る
の
か
。
3
年
前
に
本
庁
か
ら
大
学

校
に
異
動
し
て
き
た
教
務
課
長
の
三
登

愼
一
は
こ
う
語
る
。

　「
学
生
に
は
、
ま
ず
、
気
象
庁
の
仕
事

の
基
盤
と
な
る
、
い
ろ
い
ろ
な
自
然
現

象
に
つ
い
て
の
実
践
的
な
知
識
や
技
術

を
、
し
っ
か
り
身
に
付
け
て
も
ら
い
た

い
。
そ
し
て
、
技
術
開
発
や
シ
ス
テ
ム

開
発
な
ど
を
リ
ー
ド
し
、
現
場
を
引
っ

張
っ
て
い
け
る
よ
う
な
人
材
と
な
っ
て

ほ
し
い
。
国
民
の
安
全
・
安
心
に
直
結

し
た
防
災
業
務
に
携
わ
る
こ
と
に
な
る

の
で
、
使
命
感
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
想

定
外
の
事
象
が
発
生
し
た
際
に
も
適
切

な
対
処
の
で
き
る
応
用
力
や
判
断
力
も

求
め
ら
れ
ま
す
」。

　
履
修
科
目
に
は
、
専
門
性
の
基
礎
を

築
く
数
学
・
物
理
系
の
科
目
と
並
ん
で
、

現
場
業
務
に
携
わ
る
こ
と
を
強
く
意
識

し
た
科
目
が
ず
ら
り
と
並
ぶ
。

　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
対
す
る
考
え
方
を
、

三
登
は
こ
う
説
く
。「
第
一
線
の
現
場
を

指
揮
す
る
立
場
に
立
つ
わ
け
で
す
か
ら
、

集
中
豪
雨
、
台
風
、
地
震
、
火
山
、
海

洋
、
…
、
ど
の
分
野
に
も
的
確
に
対
応

し
な
く
て
は
務
ま
り
ま
せ
ん
。
大
学
院

レ
ベ
ル
の
専
門
知
識
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
予
報
・
警
報
な
ど
の
防
災
業
務
へ

の
対
応
能
力
と
い
っ
た
実
践
的
な
能
力

も
修
得
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま

す
」。

　
学
生
に
と
っ
て
は
、
乗
り
越
え
る
べ

き
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
。
当
然
の
こ
と
な

が
ら
、
相
応
の
努
力
は
欠
か
せ
な
い
。

現
場
業
務
を
常
に
意
識
し
て
学
ぶ

　
卒
業
を
間
近
に
控
え
た
長
谷
川
嘉
臣

は
、「
理
学
系
大
学
院
に
通
う
高
校
の
同

級
生
か
ら
は
、
大
学
院
修
了
ま
で
に
修

得
す
る
レ
ベ
ル
の
内
容
を
４
年
間
で
圧

縮
し
て
学
ん
で
い
る
印
象
を
受
け
る
、

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
し
か
も
、
通
常
の

大
学
で
学
ぶ
の
が
学
究
的
な
内
容
で
あ

る
の
に
対
し
て
、
気
象
大
学
校
で
学
ぶ

こ
と
は
実
践
的
で
す
。
４
年
間
、
卒
業

後
の
仕
事
を
常
に
意
識
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
」と
振
り
返
る
。

　
大
学
校
と
い
う
名
前
か
ら
は
つ
い
、

４
年
制
の
大
学
と
比
べ
が
ち
だ
が
、
学

生
は
す
で
に
気
象
庁
職
員
。
勤
務
時
間

帯
に
は
、
当
た
り
前
だ
が
、
授
業
が

び
っ
し
り
。
見
た
目
は
ご
く
普

通
の
学
生
と
変
わ
り
な
い
が
、

入
学
し
た
と
き
か
ら
国
家
公
務

員
と
し
て
の
仕
事
を
し
て
い
る

の
だ
。

　
学
生
は
授
業
を
通
じ
て
、
現

場
業
務
に
即
し
た
自
然
科
学
分

野
の
学
術
知
識
を
幅
広
く
深
く

学
ぶ
と
同
時
に
、
業
務
の
内
容

そ
の
も
の
を
学
ぶ
機
会
も
持
つ
。

防
災
対
応
能
力
、
危
機
管
理
能

力
な
ど
の
実
践
的
な
能
力
を
体

得
さ
せ
る
特
修
課
程
は
、
ま
さ

に
そ
う
し
た
学
び
の
場
。
そ
の

一
つ
で
あ
る
実
習
で
は
、
３
・

４
年
生
が
本
庁
や
地
方
気
象
台

の
現
場
に
２
週
間
に
わ
た
っ
て

出
向
く
。「
そ
れ
ま
で
学
ん
で
き

た
こ
と
を
試
す
一
方
で
、
現
場

で
自
分
の
弱
点
に
気
付
い
て
、
大
学
校

に
戻
っ
た
ら
そ
こ
を
学
び
直
す
。
そ
う

し
た
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
も
生
ま
れ
て
い

ま
す
」（
三
登
）。

　
同
じ
特
修
課
程
の
一
つ
で
あ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
―
シ
ョ
ン
演
習
で
は
、
自
然

災
害
の
防
止
に
結
び
つ
く
気
象
情
報
の

伝
え
方
や
国
際
機
関
と
の
連
携
・
交
渉

に
必
要
な
技
能
な
ど
を
講
義
す
る
中
で
、

指
導
役
の
教
官
は
極
め
て
実
践
的
な
内

容
に
ま
で
言
及
し
て
い
く
。

　
学
生
を
指
導
す
る
の
は
、
専
任
の
教

官
と
本
庁
な
ど
の
職
員
だ
。
防
災
気
象

業
務
の
第
一
線
や
技
術
開
発
な
ど
の
業

務
を
経
験
し
て
き
た
職
員
が
教
官
に
な

る
こ
と
も
あ
る
だ
け
に
、
授
業
の
内
容

に
は
業
務
の
最
新
事
情
ま
で
的
確
に
反

映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
三
登
は「
日

進
月
歩
の
技
術
革
新
に
も
き
ち
ん
と
対

応
で
き
る
教
育
体
制
で
、
３
年
生
の
セ

ミ
ナ
ー
や
４
年
生
の
卒
業
研
究
な
ど
で

は
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
の
指
導
で
臨
ん
で

豪
雨
、地
震
な
ど
の
自
然
現
象
か
ら
国
民
の
安
全
を
守
る

気
象
業
務
の
現
場
で
活
躍
す
る
即
戦
力
の
人
材
を
養
成

大雪が降るとわかれば、運転する車に必要な装備を施し、
台風が来るとわかれば、外出を控えたりする。天気予報は
もちろん、各種の気象注意報・警報は、日常の安全を確保
するのに不可欠な情報だ。また、建造物の設計や交通機関
の運航でも、気象情報は常に必要となる。気象庁ではそう
した情報の提供に向けて、あらゆる自然現象を最新技術を
駆使して観測・予測し続ける。現場の第一線は、数学や物理
に裏打ちされた高い専門性と応用技術力の求められる職
場であり、自然災害も相手にするだけに、使命感やリー
ダーシップ、協調性も欠かせない。

教務課長 三登愼一

ル
　
　ポ
気象大学校

データ解析の授業風景

熱心に耳を傾け、
ノートを取る学生

低温実験。
上層の大気と同様のマイナス
40度の低温室内で、雲や雪の
生成過程を観察する

　暮らしの安全を脅かす自然現象として怖いのは、目に見えな
い形で起きるものだ。目に見えないからこそ、日常生活の中で
は危険の察知や回避は難しい。
　南極や北極の上空でオゾン層の濃度が薄くなって穴が開い
たようになるオゾンホールは、その一例だ。太陽からの紫外線
を吸収するオゾンの濃度が下がれば、皮膚がんなどの病気に
なるリスクを高めるとされる有害紫外線が、より多量に体に降
り注ぐことになる。しかし、日常生活の中でその危険性を感じる
ことは、まずない。
　気象庁ではもちろん、オゾンホールに対しても古くから観測

に取り組んできた。何しろ、その存在を発見したのは、同庁気象
研究所の職員ら。いまから３０年ほど前、南極昭和基地上空の
オゾン量が著しく少なくなることを、初めて観測によってつか
んだといういきさつがある。以来、気象庁では、オゾン層の観測
速報や調査解析の結果を定期的に公表している。
　今まさに南極の地にあってオゾンホール観測
をはじめとする各種観測調査の任務を遂行中
である第５２次日本南極地域観測越冬隊の全員
を指揮統率する越冬隊長に抜擢された宮本仁美
（５１歳）も気象大学校卒業生の一人である。

目に見えない自然現象も暮らしの安全を脅かす
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い
る
」と
胸
を
張
る
。

　
こ
の
よ
う
な
毎
日
の
中
で
、
学
生
は

積
極
的
に
勉
学
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
数
値
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
思
い
通
り

の
大
気
の
動
き
が
再
現
で
き
た
時
の
充

実
感
は
最
高
。
教
官
と
フ
ラ
ン
ク
に
交

流
で
き
た
の
も
こ
の
学
校
の
良
か
っ
た

と
こ
ろ
」（
長
谷
川
）。
ま
た
、
授
業
終
了

後
は
、
若
者
ら
し
く
サ
ッ
カ
ー
、
軽
音

楽
な
ど
に
も
取
り
組
み
、
学
生
生
活
を

大
い
に
楽
し
ん
で
い
る
。

全
寮
制
で
養
わ
れ
る
こ
と

　
授
業
と
並
ん
で
、
気
象
大
学
校
の
教

育
を
特
徴
付
け
る
の
は
、
全
寮
制
だ
。

入
学
時
、
学
生
は
原
則
と
し
て
全
員
、

敷
地
内
に
建
つ
３
階
建
て
の
寄
宿
舎
に

入
る
。
４
学
年
60
人
の
学
生
は
こ
こ
で
、

寝
起
き
を
と
も
に
す
る
。
２
人
一
部
屋
。

学
年
の
異
な
る
学
生
と
同
室
に
な
る
こ

と
で
、
タ
テ
の
人
間
関
係
も
確
実
に
生

ま
れ
て
い
く
。

　
狙
い
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。「
学
生
組

織
が
運
営
す
る
寄
宿
舎
で
寝
起
き
を
と

も
に
す
る
こ
と
で
、
先
輩
と
後
輩
、
同

期
同
士
が
、
授
業
外
で
も
組
織
の
運
営

や
勉
学
、
将
来
に
つ
い
て
や
り
取
り
を

交
わ
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た

こ
と
を
通
じ
て
、
第
一
線
の
現
場
で
指

揮
を
執
る
の
に
必
要
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
や
協
調
性
、
そ
れ
に
使
命
感
を
学
ん

で
も
ら
い
ま
す
」（
三
登
）。

　
全
寮
制
の
意
義
は
、
そ
れ
だ
け
に
留

ま
ら
な
い
。
気
象
大
学
校
は
歴
史
的
に

気
象
庁
職
員
の
研
修
機
関
と
し
て
の
役

割
を
併
せ
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全

国
か
ら
幅
広
い
年
代
の
職
員
が
各
種
の

研
修
に
訪
れ
、
学
生
と
同
じ
寄
宿
舎
に

滞
在
す
る
。
学
生
に
と
っ
て
み
れ
ば
、

第
一
線
の
現
場
で
活
躍
す
る
先
輩
と
も

寝
起
き
を
と
も
に
す
る
機
会
を
得
ら
れ

る
。
友
井
川
龍
平
は「
研
修
中
の
先
輩
職

員
か
ら
、『
卒
業
し
た
ら
、
即
戦
力
と
し

て
大
い
に
働
い
て
も
ら
う
か
ら
』と
、
声

を
掛
け
ら
れ
ま
し
た
。
現
場
の
期
待
と

と
も
に
業
務
に
対
す
る
使
命
感
を
痛
感

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
」と
話
す
。

　
こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
、
社
会
に

役
立
ち
た
い
と
い
う
意
識
は
早
い
時
期

に
培
わ
れ
る
。

エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
め
ざ
し
て

　
幼
い
こ
ろ
か
ら
空
を
見
る
の
が
好
き

だ
っ
た
と
い
う
１
年
生
の
比
良
咲
絵
は
、

高
校
時
代
の
友
人
が
豪
雨
で
床
上
浸
水

の
被
害
に
あ
っ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、

気
象
の
分
野
で
役
立
ち
た
い
と
の
思
い

を
抱
く
よ
う
に
な
っ
て
、
気
象
大
学
校

の
門
を
く
ぐ
っ
た
。「
卒
業
ま
で
に
履
修

科
目
を
き
ち
ん
と
修
め
な
い
と
、
と
い

う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
感
じ
ま
す
が
、
同

時
に
、
卒
業
後
は
よ
う
や
く
人
の
役
に

立
て
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
期
待
感
も

感
じ
て
い
ま
す
」。

　
降
水
の
地
域
特
性
に
興
味
を
も
っ
て
、

全
国
の
地
方
気
象
台
を
一
人
で
訪
ね
て

歩
く
２
年
生
の
山
﨑
由
佳
は
、
現
場
業

務
に
ふ
れ
る
機
会
が
多
い
せ
い
か
、
将

来
の
希
望
は
早
く
も
明
快
だ
。「
気
象
注

意
報
・
警
報
は
利
用
さ
れ
な
い
と
意
味

が
な
い
と
思
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
に
活

用
で
き
る
の
か
を
広
め
た
う
え
で
、
時

代
の
流
れ
や
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対
応
で

き
て
い
る
か
に
ま
で
気
を
配
っ
て
い
き

た
い
」。

　
気
象
大
学
校
の
学
生
は
、
独
自
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
と
全
寮
制
の
下
で
、
現
場
業

務
に
必
要
な
実
践
を
学
び
、
使
命
感
や

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
協
調
性
を
養
っ
て

い
く
。
そ
し
て
卒
業
後
は
、
現
場
で
采

配
を
振
る
う
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
し
て
、

暮
ら
し
の
安
全
を
脅
か
す
あ
ら
ゆ
る
自

然
現
象
か
ら
国
民
の
生
命
と
財
産
を
守

る
役
割
を
果
た
す
。
60
人
の
学
生
は
そ

の
日
を
夢
見
て
、
日
々
研
さ
ん
に
励
ん

で
い
る
。
　
■

現在従事している業務について
―５交代24時間体制で観測と予報業
務を行っています。気象台で常時観測し
ているデータのほか、午前９時、午後９時
（世界標準時０時、12時）に世界各地で行
われる気象観測の各データも用いて、気

象庁にあるスーパーコンピューターで作
成された天気図や数値予報資料の解析な
どを行います。
　また、天気予報に関する問い合わせ対
応も行います。さらに、天気の状態によっ
ては、警報・注意報、防災に関する気象情
報の発表作業なども行います。
　気象台の仕事は、ひとたび激しい気象
状況となれば、防災情報の作成や伝達が
急務となります。警報などを次々に発表す
るのはもちろん、自治体の防災担当者や
報道関係者、一般からの問い合わせに迅
速に対応することも必要となります。
　このような忙しい仕事ですが、夜勤の気
象観測の合間に、宍道湖の美しい夕暮れ
の景色に触れたとき、自然を相手にする仕
事の素晴らしさを実感します。

気象大学校時代に学んだこと
―実際の仕事に必要となる知識はもち
ろんですが、問題に対処する〝知恵〟を学
ぶことができたと思います。全寮制の生活
の中で、組織がどのように動いていくのか
を見ることができました。大学校時代の経

験は、私にとって非常に大きな財産となっ
ています。
　実際の仕事に就くと、壁に当たることも
あります。自分だけで解決しなければなら
ないことも多い。しかも仕事である以上、
公的な責任があり、投げ出すわけにはいき
ません。そんな時に役立つ知識が、大学校
時代の授業中の教官の一言や先輩たちと
の会話の記憶の中にあったりします。

気象庁職員としての今後の抱負
―例えば、地上気象観測ならば一般の
方々への公開や数値予報への利用、という
ように、どの仕事にも意味があります。自
分の行う仕事が全体の中でどのような意
味を持っていて、どうしたらより改善でき
るのかを常に意識していたいと思います。

あなたにとって「エキスパート」とは
―「仕事に関連する深い知識や技術を
持ち、学び続ける人」「それを利用して問
題を発見、解決できる人」「議論を交わす
などして周囲にもエキスパートを増やすこ
とができる人」だと思います。

　気象大学校の学生は、卒業後、気象庁本庁や地方の現業部門に
配属され、気象、地震・火山、海洋等の観測、予報、防災、調査、技術
開発等の業務に従事します。
　その後多くの職員は、本庁、管区等で気象行政の企画・立案ある
いは各省庁との協議・調整の職務及び調査，研究に従事します。
　さらに、国際協力として南極観測やジュネーブに本部を置く世界
気象機関(ＷＭＯ)などでも活躍しています。

国際会議 災害調査

南極観測

海洋気象観測船「凌風丸」 

松江地方気象台技術課　現業班員

鎌田　茜
平成22年３月卒業

卒業生に聞く

かま  だ　    あかね

卒業後は幅広い業
務に

高層気象観測

専門知識を培うための校外実習

本庁実習 地上気象観測実習 火山観測実習

長谷川嘉臣（4年） 友井川龍平（4年）

山﨑由佳（2年） 比良咲絵（1年）

全国気象官署
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海
上
の
警
察
、
消
防
と
し
て

　
ぐ
る
り
と
海
に
囲
ま
れ
て
い
る
だ
け

あ
っ
て
、
資
源
に
対
す
る
管
轄
権
の
認

め
ら
れ
る
排
他
的
経
済
水
域
と
領
海
を

合
わ
せ
た
広
さ
が
、
日
本
は
世
界
６
位

に
位
置
す
る
。
海
域
に
は
、
漁
業
資
源

は
も
と
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
鉱
物
資
源
が
眠
る
。
こ
れ
ら
の

資
源
に
対
す
る
権
益
を
き
ち
ん
と
確
保

で
き
る
か
否
か
は
、
将
来
の
成
長
に
か

か
わ
る
重
要
な
課
題
だ
。
遠
く
離
れ
た

海
の
上
で
こ
う
し
た
国
の
権
益
を
守
る

任
務
に
就
く
海
上
保
安
官
の
業
務
は
、

資
源
獲
得
競
争
の
時
代
、
ま
す
ま
す
重

要
度
を
増
し
て
い
る
。

　「
海
上
」の「
保
安
」を
担
う
こ
の
海
上

保
安
官
と
は
、
改
め
て
整
理
す
る
と
ど

の
よ
う
な
仕
事
な
の
か
。
海
上
保
安
庁

政
策
評
価
広
報
室
で
広
報
企
画
係
長
を

務
め
る
髙
橋
大
亮
は
、
こ
う
説
明
す
る
。

「
わ
か
り
や
す
く
言
う
と
、
海
上
で
警
察
、

消
防
を
一
緒
に
し
た
よ
う
な
仕
事
を
し

て
い
る
と
言
え
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

不
審
船
、
密
輸
・
密
航
、
テ
ロ
へ
の
警
戒
、

海
難
事
故
や
自
然
災
害
に
対
す
る
迅
速

な
対
応
や
救
助
、
海
洋
環
境
の
保
全
、

大
陸
棚
調
査
や
航
行
管
制
な
ど
に
よ
り
、

海
上
の
安
全
お
よ
び
治
安
の
確
保
を
図

る
こ
と
を
任
務
と
し
て
い
ま
す
」。
身
分

は
、
国
家
公
務
員
と
し
て
海
上
保
安
庁

に
勤
め
る
行
政
官
で
あ
る
と
同
時
に
、

特
別
司
法
警
察
職
員
で
も
あ
る
。「
海
の

警
察
官
」と
呼
ば
れ
る
ゆ
え
ん
だ
。

　
現
場
の
最
前
線
で
あ
る
海
上
は
、
船

舶
で
し
か
行
き
来
で
き
な
い
。
陸
上
と

違
っ
て
交
通
手
段
が
限
ら
れ
て
い
る
だ

け
に
、
海
上
で
の
人
命
・
財
産
を
守
る

と
い
う
観
点
か
ら
何
か
事
に
遭
遇
し
た

と
き
に
は
、
海
上
保
安
官
が
一
手
に
引

き
受
け
て
迅
速
に
対
応
す
る
の
が
業
務

効
率
上
、
好
ま
し
い
。
海
上
保
安
官
の

任
務
は
こ
う
し
た
理
由
か
ら
、
自
ず
と

幅
広
く
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　
勤
務
地
は
、
現
場
の
最
前
線
に
あ
た

る
海
上
の
と
き
も
あ
れ
ば
、
本
庁
や
地

域
ご
と
の
海
上
保
安
本
部
と
い
っ
た
陸

上
の
と
き
も
あ
る
。
髙
橋
の
場
合
を
例

に
取
る
と
、「
海
上
保
安
大
学
校
を
卒
業

し
た
後
、
ま
ず
、
砕
氷
型
の
巡
視
船
に

機
関
士
と
し
て
３
年
間
乗
船
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
本
庁
で
国
際
刑
事
課
と
人
事

課
に
勤
務
し
、
再
び
、
海
上
に
戻
っ
て
、

10
人
乗
り
程
度
の
巡
視
船
に
機
関
長
と

し
て
２
年
間
乗
船
し
ま
し
た
。
そ
し
て

２
０
１
０
年
４
月
に
、
本
庁
の
政
策
評

価
広
報
室
に
異
動
に
な
り
ま
し
た
」と
、

海
上
勤
務
と
陸
上
勤
務
と
を
交
互
に
繰

り
返
し
て
き
た
。

　
仕
事
の
性
質
上
、
法
律
や
海
洋
・
船

舶
な
ど
に
関
す
る
専
門
性
は
も
ち
ろ
ん
、

気
力
・
体
力
も
欠
か
せ
な
い
。
巡
視
船

艇
に
乗
っ
て
い
る
間
は
、
ひ
と
た
び
密

漁
や
密
輸
と
い
っ
た
犯
罪
を
認
知
す
れ

ば
特
別
司
法
警
察
職
員
と
し
て
捜
査
に

あ
た
る
必
要
が
あ
る
し
、
遭
難
し
て
い

る
船
舶
を
見
つ
け
れ
ば
海
難
救
助
に
も

出
向
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
事

態
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
に
、

幹
部
と
も
な
れ
ば
、
年
上
の
ベ
テ
ラ
ン

職
員
か
ら
海
上
保
安
学
校
を
卒
業
し
た

て
の
部
下
職
員
を
指
揮
す
る
必
要
に
も

迫
ら
れ
る
だ
け
に
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

も
不
可
欠
だ
。

　
こ
の
将
来
の
幹
部
海
上
保
安
官
を
養

成
す
る
の
が
、
海
上
保
安
大
学
校（
広
島

県
呉
市
）だ
。
１
学
年
は
最
大
で
45
人
程

ル
　
　ポ

世
界
６
位
の
広
大
な
海
域
で
人
命
と
財
産
を
守
る
海
上
保
安
官

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
幅
広
い
専
門
性
、気
力・体
力
を
養
う

海上保安大学校

映画「海猿」シリーズでの海難救助や尖閣諸島領海での中国漁船
衝突事件で、一躍脚光を浴びるようになった海上保安庁。四方を
海に取り囲まれた日本にとって、海上での人命や財産の保全を担う
同庁の役割は極めて大きい。現場の最前線で、治安・安全の確保や
海難救助にあたるのは、「海の警察官」と呼ばれる海上保安官だ。
海上保安大学校では全寮制の下、４年にわたる専門教育を実施す
ることで、その将来の幹部海上保安官の養成にあたる。

度
。
男
女
と
も
に
、
同
じ
敷
地
内
に
建

つ
寮
で
団
体
生
活
を
送
る
。

　
で
は
、
海
上
保
安
大
学
校
で
は
将
来

の
幹
部
海
上
保
安
官
を
ど
の
よ
う
に
養

成
し
て
い
る
の
か
―
―
。

授
業
は「
課
業
」で
あ
る

　
朝
６
時
半
。
寮
内
に
は「
総
員
起
こ
し
、

起
床
整
列
5
分
前
」と
放
送
が
掛
か
る
。

6
時
35
分
、
男
子
寮
前
の
広
場
に
、
作

業
着
に
着
替
え
た
学
生
が
整
列
す
る
。

班
ご
と
に
点
呼
で
人
数
を
確
認
す
る
と
、

担
当
の
学
生
が
朝
礼
台
に
上
が
っ
て
、

「
た
い
そ
ー
、
よ
ー
い（
体
操
、
用
意
）！
」

と
声
を
上
げ
る
。
隊
列
が
さ
っ
と
横
に

開
く
。
12
月
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
男
子

は
上
半
身
、
裸
、
女
子
は
Ｔ
シ
ャ
ツ
姿

に
。「
一
、
二
、
三
、
四
」「
五
、
六
、
七
、

八
」の
掛
け
声
と
と
も
に
体
を
動
か
す
独

自
の
海
上
保
安
体
操
で
、
１
日
は
始
ま

る
。

　
清
掃
と
朝
食
を
終
え
る
と
、
８
時
45

分
か
ら
授
業
が
始
ま
る
。
座
学
の
場
合

は
、
男
女
と
も
に
制
服
姿
。
身
分
は
す

で
に
海
上
保
安
庁
の
職
員
だ
か
ら
当
た

り
前
で
は
あ
る
が
、
授
業
間
の
移
動
は

制
服
、
制
帽
。
ア
タ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス
を

手
に
さ
っ
そ
う
と
歩
く
姿
は
、
海
上
保

安
官
の
卵
と
し
て
凛
々
し
さ
に
あ
ふ
れ

る
。

　
特
別
司
法
警
察
職
員
と
し
て
不
可
欠

の
刑
事
訴
訟
法
の
授
業
を
の
ぞ
く
と
、

学
生
一
人
一
人
の
目
の
前
に
は
海
上
保

安
実
務
六
法
を
は
じ
め
、
参
考
図
書
が

ず
ら
り
と
並
ぶ
。
―
―
ど
の
よ
う
な
要

件
を
満
た
す
と
き
、
職
務
質
問
が
可
能

か
―
―
教
官
と
学
生
の
間
で
や
り
取
り

が
展
開
さ
れ
る
。
指
名
を
待
つ
こ
と
な

く
次
々
に
発
言
す
る
学
生
。
授
業
へ
の

参
加
意
識
は
驚
く
ほ
ど
高
い
。

　
こ
こ
で
の
授
業
は「
課
業
」と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
、
学
生
に
と
っ
て
は
仕
事
の

一
つ
だ
。
昼
食
を
は
さ
ん
で
、
夕
食
・

入
浴
時
間
ま
で
は
、
課
業
と
終
了
後
の

体
育
部
活
動
に
み
っ
ち
り
と
精
を
出
す
。

サ
ッ
カ
ー
や
野
球
な
ど
運
動
系
の
サ
ー

ク
ル
活
動
は
、
全
員
に
参
加
が
義
務
付

け
ら
れ
た
も
の
。
活
動
を
通
じ
て
、
気

力
と
体
力
を
養
う
狙
い
だ
。

　
消
灯
は
22
時
半
。
整
列
・
体
操
で
始

ま
っ
た
規
律
正
し
い
１
日
が
、
終
わ
る
。

現
場
で
使
え
る
人
材
を
育
て
る

　
大
学
校
で
学
生
課
長
を
務
め
る
長
友

利
隆
は
、
教
育
方
針
に
対
す
る
考
え
方

髙橋大亮。現在は本庁勤務。
大学校卒業後、最初に乗船したのは
砕氷型巡視船「てしお」だったまだ薄暗い中で行われる海上保安体操

海上保安大学校全景。左端に見える船舶は練習船「こじま」
正門。門を入りすぐ右手には無料で見
学できる「海上保安資料館」があり、平
成13年に銃撃によって被弾した巡視船
「あまみ」の一部などが展示されている
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カッターによる訓練。
最近のカッターはFRP製が
ほとんどだが、海保大では
大事に受け継がれてきた
木製のカッターも現役だ

遠泳訓練。3マイル（5.5キ
ロ）と5マイル（9.2キロ）の
班に分かれ完泳を目指す

を
こ
う
説
明
す
る
。「
将
来
、
幹
部
海
上

保
安
官
と
し
て
の
職
責
を
全
う
す
る
た

め
、
人
格
の
陶
冶
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
涵
養
、
高
い
教
養
と
見
識
の
習
得
、

強
靱
な
気
力
・
体
力
の
育
成
を
中
心
に

教
育
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。『
海
の

警
察
官
』と
し
て
必
要
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

と
同
時
に
、『
行
政
官
』と
し
て
必
要
な

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
例
え
ば
行
政
法
や
民

法
、
商
法
な
ど
の
講
義
も
用
意
し
て
い

ま
す
。
現
場
で
は
多
様
な
役
割
を
持
つ

だ
け
に
、
現
在
自
分
が
行
っ
て
い
る
行

為
は
ど
の
法
律
の
ど
の
条
文
を
根
拠
と

し
て
行
っ
て
い
る
の
か
を
理
解
し
て
行

え
る
よ
う
、
徹
底
指
導
し
て
い
ま
す
」。

　
教
官
と
し
て
は
、「
現
場
で
使
え
る
人

材
を
育
て
る
こ
と
」を
意
識
す
る
。
そ
れ

は
つ
ま
り
、
上
司
か
ら
の
指
示
を
待
つ

の
で
は
な
く
、
自
ら
考
え
て
、
決
断
し
、

実
行
で
き
る
人
材
。
言
い
換
え
れ
ば
、

主
体
性
を
も
っ
て
振
る
舞
え
る
人
材
だ
。

「
そ
の
前
提
と
し
て
、
知
識
や
気
力
・
体

力
が
必
要
に
な
る
わ
け
で
す
。
現
場
に

は
現
場
の
や
り
方
が
あ
り
ま
す
が
、
学

生
に
は
あ
く
ま
で
基
本
を
身
に
付
け
さ

せ
る
こ
と
を
第
一
と
し
て
い
ま
す
」。
即

戦
力
の
人
材
を
養
成
す
る
の
が
狙
い
と

は
い
え
、
４
年
と
い
う
時
間
を
掛
け
て

基
本
か
ら
積
み
上
げ
て
い
く
必
要
性
を
、

長
友
は
指
摘
す
る
。

　
初
級
幹
部
を
養
成
す
る
、
こ
の
海
上

保
安
大
学
校
の
教
育
の
根
幹
は
、
学
生

全
員
が
寮
生
活
を
送
る『
全
寮
制
』に
あ

る
と
言
え
る
。
寮
生
活
の
最
小
単
位
は
、

各
学
年
１
人
の
計
４
人
で
構
成
す
る
自

習
室
で
あ
る
。
こ
の
自
習
室
が
7
つ
か

ら
8
つ
集
ま
っ
て
１
つ
の
班
を
構
成
し
、

こ
の
班
が
６
つ
集
ま
っ
て
学
生
隊
を
構

成
し
て
い
る
。
自
習
室
、
班
、
学
生
隊

に
は
そ
れ
ぞ
れ
、
指
揮
を
執
る
学
生
が

置
か
れ
る
。
学
生
は
こ
う
し
た
団
体
行

動
の
下
、
整
列
・
体
操
に
始
ま
っ
て
消

灯
に
終
わ
る
規
律
正
し
い
１
日
の
生
活

を
送
っ
て
い
く
。
団
体
行
動
を
通
し
て
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
協
調
性
を
養
う
の

が
狙
い
だ
。

　
海
上
保
安
大
学
校
で
養
成
し
よ
う
と

す
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
、
長
友
は
こ

う
表
現
す
る
。「
体
を
張
っ
て
、
率
先
し

て
物
事
に
取
り
組
ん
で
い
く
姿
勢
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
海
難
救
助
に
向

か
う
場
面
で
は
、
任
務
の
確
実
な
遂
行

に
向
け
て
安
全
な
方
法
を
見
出
し
た
う

え
で
、
部
下
の
前
に
出
て『
つ
い
て
こ

い
』と
の
姿
勢
を
見
せ
る
こ
と
、
つ
ま
り

『
こ
の
人
の
指
示
な
ら
従
お
う
』と
部
下

職
員
に
思
わ
せ
る
だ
け
の
人
格
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
人
を
動
か
す
の
は〝
人
〞

だ
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ

ん
」。

４
年
間
で
身
に
付
け
る
こ
と

　
こ
う
し
た
養
成
に
対
す
る
考
え
方
に

対
し
て
、
大
学
校
卒
業
生
で
も
あ
る
長

友
や
髙
橋
は
学
生
時
代
の
４
年
間
で
、

自
身
な
に
を
身
に
付
け
た
と
み
て
い
る

の
か
―
―
。

　
ま
ず
長
友
。「
何
よ
り
気
力
と
体
力
で

す
。
そ
し
て
、
寮
生
活
を
通
し
て
、
が

ま
ん
す
る
こ
と
や
相
手
の
こ
と
を
思
い

や
る
こ
と
、
言
わ
ば
協
調
性
が
身
に
付

い
た
と
思
い
ま
す
。
教
官
、
上
級
生
、

下
級
生
と
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
間
と

24
時
間
生
活
を
共
に
す
る
こ
と
は
、
実

際
に
業
務
と
し
て
巡
視
船
艇
に
乗
り
組

ん
だ
時
、
ク
ロ
ー
ズ
ド
な
空
間
の
中
で

い
か
に
円
滑
に
コ
ミ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
っ
て
任
務
に
あ
た
る
か
、
と
い
う
こ

と
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
」。

　
次
に
髙
橋
。「
私
は
機
関
科
を
専
攻
し

て
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
知
識
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
団
体
生
活
の
ス
キ
ル
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
な
ど
大
学
校
で
多
く

の
こ
と
を
学
ん
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

寮
生
活
で
は
同
時
期
に
在
籍
す
る
前
後

３
年
に
わ
た
る
先
輩
・
後
輩
を
含
め
て
、

仲
間
意
識
を
培
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す

し
、
現
場
に
出
る
と
、
教
科
書
ど
お
り

で
は
な
く
臨
機
応
変
に
対
応
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
が
少
な
か
ら
ず
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
は
大
学
校
で
学
ん
だ
知

識
・
経
験
が
必
ず
生
き
て
き
ま
す
。
現

役
の
学
生
に
は
、
４
年
間
き
ち
ん
と
基

礎
を
身
に
付
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」。

　
海
上
業
務
を
遂
行
す
る
組
織
単
位
と

も
な
る
船
舶
の
乗
員
は
、
言
わ
ば
運
命

共
同
体
だ
。
指
揮
系
統
が
機
能
し
な
い

よ
う
で
は
、
業
務
の
遂
行
に
支
障
が
出

る
ば
か
り
で
な
く
、
命
を
落
と
す
こ
と

に
も
な
り
か
ね
な
い
。
組
織
と
し
て
の

規
律
の
正
し
さ
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や

協
調
性
を
重
視
す
る
背
景
に
は
、
こ
う

し
た
事
情
も
あ
る
。
そ
し
て
、
運
命
共

同
体
の
一
体
感
を
さ
ら
に
確
か
な
も
の

と
す
る
の
は
、
海
上
保
安
大
学
校
と
い

う
一
つ
の
教
育
機
関
で「
同
じ
釜
の
飯
を

食
べ
た
」と
い
う
意
識
を
養
成
す
る
こ
と

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
　
■

分厚い法規集と格闘中。幅広い知識が備わってはじめて一人前の初級幹部となる

無線通信実験のひとコマ

食事も班単位で。学生達のほっとする時間だ

東南アジアからの留学生。4年間大学校で
共に学び、帰国後は母国のエキスパートと
して活躍することになる

映画「海猿」で有名になった潜水訓練用プールとその訓練

「日本を守る仕事に」「まずは現場に出て」「海外で国際業務を」
卒業間近の４年生３人に将来を聞く

――卒業後、主にどのような仕事に携わりたいですか。
柳楽　日本を守る仕事です。大学校で海上保安庁の取り扱う事案
を勉強するようになって、日本を守るという大きな仕事をしている
ことがわかりました。それで、警備に興味を持つようになったから
です。刑事訴訟法の勉強には力を入れました。
杉之原　まだ明確なビジョンは持っていません。実際に現場に出
てみて、先輩方と自分を重ね合わせて考えてみたいと思います。
どれだけの引き出しを持てるかを求められていると思って、分け
隔てなく勉強してきました。
矢野　国際業務に興味があって、海外勤務を希望しています。大
学校では毎年、海上保安官と同じようなエキスパートの養成を手
掛ける海外の機関と交流する機会を持っていて、そこでは世話役
を経験しました。第二外国語は中国語を選びました。

――幹部海上保安官として現場では年上の部下を持ちますが。
柳楽　業務に関しては知識も経験も豊富に持っている方にはか
ないません。謙虚な気持ちを持ちながら、現場に出てからも勉強
を怠ることなく、乗員全員と良いコミュニケーションを取るよう心
がけます。
杉之原　高校時代、英語の先生から、「Understand（理解す
る）」とは、相手の下（Under）に立つ（Stand）ことと教えられまし
た。大学校では、学年が上がるにつれて、この言葉を意識してきま
した。現場でも常に下に立って、相手の立場を理解したいと思い
ます。
矢野　現場経験がないからと言って、部下を惑わすことはできま
せん。船全体のチームワークを大事にしていきたいと思います。
自分で考え決断し
て答えを出さなけ
ればならないとき
が必ずあると思い
ます。現場経験が
なくても的確な指
揮を執れるように、
さらに勉強してい
きます。

柳楽賢治郎 杉之原純子 矢野琴子

長友利隆。「人を動かすのは“人”」

か
ん
よ
う

と
う 

や
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日
本
の
中
核
を
支
え
る

技
官
と
し
て
、母
親
と
し
て

「
国
土
交
通
省 

官
庁
営
繕
部
」―
―
。
何
も
知

ら
ず
に
聞
く
と
、
一
体
ど
ん
な
部
署
な
の
か
見

当
が
つ
き
に
く
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
営

繕
と
は
〝
建
築
物
の
建
築
、
修
繕
ま
た
は
模
様

替
え
〞
の
こ
と
を
い
い
、
事
務
庁
舎
、
研
究
所
、

教
育
文
化
施
設
と
い
っ
た
国
の
建
築
物（
官
庁

施
設
）の
整
備
や
保
全
指
導
を
行
う
の
が
官
庁

営
繕
部
だ
。

足
早
に
通
勤
す
る
人
た
ち
に
交
ざ
り
、
ま
ず

訪
れ
た
の
は
、
国
会
議
事
堂
を
中
心
に
首
相
官

邸
や
政
党
本
部
な
ど
を
構
え
る
東
京
・
永
田
町
。

隣
接
す
る
行
政
機
関
の
庁
舎
が
建
ち
並
ぶ
霞
が

関
と
と
も
に
、
立
法
・
司
法
・
行
政
の
中
枢
機

能
が
集
積
す
る
地
区
で
あ
る
。

向
か
っ
た
先
は
、
日
本
で
唯
一
の
国
立
図
書

館
で
あ
る
国
立
国
会
図
書
館
。
そ
こ
で
改
修
工

事
が
行
わ
れ
て
い
る
の
だ
と
い
う
。
空
は
あ
い

に
く
の
雨
模
様
。
冷
た
い
雨
が
降
り
そ
そ
ぐ
な

か
案
内
し
て
く
れ
た
の
は
岩
崎
州
美
子
だ
。
近

年
、
女
性
が
増
え
て
き
た
と
は
い
え
、
ま
だ
ま

だ
少
数
派
で
あ
る
女
性
技
官
で
、
３
人
の
子
の

母
親
で
も
あ
る
。

営
繕
の
仕
事
は
、
各
省
庁
な
ど
国
の
機
関
か

ら
依
頼
を
受
け
、
工
事
を
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
す

る
と
い
う
も
の
。
い
わ
ば
省
庁
と
工
事
を
請
け

負
っ
た
民
間
会
社
と
の
仲
介
役
だ
。
岩
崎
が
所

属
す
る
特
別
整
備
室
は
、
霞
が
関
周
辺
の
整
備

を
担
当
す
る
。「
霞
が
関
周
辺
と
い
う
特
殊
な

地
域
な
の
で
、
各
省
庁
の
業
務
に
支
障
が
出
な

い
よ
う
に
調
整
す
る
の
が
一
番
の
ポ
イ
ン
ト
で

す
ね
」（
岩
崎
）。

職
員
専
用
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
り
、
新
館

の
地
下
に
あ
る
書
庫
へ
と
降
り
立
っ
た
。
国
内

の
出
版
物
を
網
羅
的
に
収
集
し
、
文
化
的
財
産

と
し
て
蓄
積
し
て
い
る
国
立
国
会
図
書
館
。
書

庫
に
入
る
と
見
渡
す
限
り
本
、
本
、
本
…
。
こ

れ
が
地
下
8
階
ま
で
続
く
か
ら
驚
き
だ
。

無
数
の
出
版
物
で
埋
め
尽
く
さ
れ
る
書
庫
の

天
敵
は
、
火
と
水
で
あ
る
。
火
災
報
知
器
も
通

常
よ
り
感
度
の
良
い
も
の
を
採
用
し
、
火
災
が

発
生
し
た
場
合
は
水
で
な
く
消
火
ガ
ス
が
噴
出

す
る
の
だ
と
い
う
。「
書
庫
の
工
事
は
本
を
傷

つ
け
な
い
よ
う
に
、
と
に
か
く
気
を
つ
か
っ
て

ま
す
。
本
棚
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
シ
ー
ト
で
保
護

す
る
な
ど
、
細
心
の
注
意
を
払
い
ま
す
ね
」。

そ
う
話
す
岩
崎
に
連
れ
ら
れ
、
本
館
の
目
録

ホ
ー
ル
へ
と
移
動
し
た
。
現
在
、
国
立
国
会
図

書
館
本
館
で
は
耐
震
補
強
工
事
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
は
め
込
ま
れ
た
格

子
壁
が
印
象
的
な
ホ
ー
ル
で
は
、
格
子
壁
を
格

子
鉄
骨
に
変
え
る
、
元
の
デ
ザ
イ
ン
を
生
か
し

た
工
事
が
行
わ
れ
て
い
た
。

目
録
ホ
ー
ル
は
一
般
利
用
者
も
出
入
り
す
る

た
め
、
工
事
中
の
個
所
は
全
体
を
仮
囲
い
さ
れ
、

外
か
ら
中
の
様
子
は
窺
え
な
い
。
そ
の
中
に
足

を
踏
み
入
れ
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
建
設
機
械
が

所
狭
し
と
置
か
れ
、
格
子
壁
が
取
り
外
さ
れ
た

柱
な
ど
に
は
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
が
取
り
付
け
ら

れ
て
あ
り
、
一
気
に
工
事
現
場
ら
し
い
空
間
と

な
っ
た
。

岩
崎
の
主
な
仕
事
は
建
築
工
事
の
監
督
業
務
。

設
計
図
書
を
も
と
に
、
品
質
や
施
行
、
安
全
面

に
問
題
は
な
い
か
、
く
ま
な
く
チ
ェ
ッ
ク
し
て

い
く
。
岩
崎
は
建
築
を
専
門
と
す
る
が
、
そ
の

他
に
は
空
調
関
係
や
衛
生
関
係
を
整
備
す
る
機

械
職
、
照
明
器
具
や
受
変
電
機
器
な
ど
電
気
系

統
を
整
備
す
る
電
気
職
が
あ
る
。

目
録
ホ
ー
ル
の
ほ
か
、
事
務
棟
と
書
庫
棟
を

鉄
骨
で
つ
な
ぐ
こ
と
で
地
震
に
よ
る
揺
れ
を
抑

え
る
耐
震
補
強
工
事
な
ど
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。

工
事
は
大
き
な
音
を
伴
う
た
め
、
利
用
者
が
来

館
す
る
日
中
は
避
け
、
夜
間
や
休
館
日
に
行
わ

れ
る
。
岩
崎
自
身
、
朝
ま
で
立
ち
会
っ
た
こ
と

も
あ
る
そ
う
だ
。

現
場
を
後
に
し
、
施
工
会
社
と
打
ち
合
わ
せ

を
す
る
と
い
う
岩
崎
に
同
行
し
た
。
設
計
を
担

当
し
た
チ
ー
ム
と
と
も
に
打
ち
合
わ
せ
は
ス

タ
ー
ト
。
途
端
に
室
内
は
ピ
リ
っ
と
し
た
緊
張

感
の
あ
る
雰
囲
気
に
…
。
普
段
は
優
し
い
口
調

の
岩
崎
も
、
発
言
す
る
そ
の
声
は
鋭
い
。

打
ち
合
わ
せ
後
に
指
摘
す
る
と
、「
言
わ
な
い

と
仕
事
に
な
ら
な
い
か
ら
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
意
見
は
あ
る
と
思
う
の
で
、
何
と
か
折
り
合

い
を
つ
け
て
、
一
番
い
い
と
こ
ろ
に
持
っ
て
い

こ
う
と
心
掛
け
て
ま
す
ね
」と
笑
っ
て
話
し
た
。

翌
週
、
特
別
整
備
室
の
あ
る
霞
が
関
中
央
合

同
庁
舎
第
二
号
館
を
訪
ね
た
。
フ
ロ
ア
は
多
く

の
デ
ス
ク
や
棚
、
事
務
機
器
で
埋
め
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
一
角
に
、
慌
し
く
電
話
対
応
を
す
る

岩
崎
の
姿
が
。
現
場
に
い
る
時
間
が
大
半
を
占

め
る
た
め
、
メ
ー
ル
確
認
や
書
類
確
認
と
い
っ

た
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
は
朝
一
番
で
こ
な
す
こ
と
が

多
い
そ
う
だ
。

特
別
整
備
室
の
職
員
は
現
在
約
50
名
。
そ
の

貴
重
な
書
籍
も
眠
る
国
会
図
書
館

多
く
の
人
が
訪
れ
、
多
く
の
人
が
働
く
、
国
民
の
共
有
財
産
で
あ
る
官
庁
施
設
。

安
全
に
、
安
心
し
て
利
用
で
き
る
施
設
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
た
め
、「
官
公
庁
施
設
の
建
設
等
に

関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
整
備
が
な
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
整
備
を 

一 

手
に
担
う
官
庁
営
繕
部
の
中
で
、
日
本
の
国
家
中
枢
機
能
が
集
中
す
る
東
京
・
霞
が
関

周
辺
地
区
を
担
当
す
る
、
特
別
整
備
室
の
業
務
に
密
着
し
た
。

業
務
密
着
ル
ポ
シ
リ
ー
ズ

官
庁
営
繕
部 

特
別
整
備
室

8

4 3

File

12

1. 国立国会図書館新館の書庫を案内する岩崎　2. 地下 8階まで続く新館の書庫から、中央の吹きぬけを見上げる。1日中書庫で作業する人に閉塞感を与えないための構造で、本を傷める直射日光は天窓
のフィルムで遮られている　3. 新館のほかに本館にも書庫がある　4. 本館目録ホールにある、ステンドグラスがはめこまれた格子壁（工事前）
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改修前 改修後

免震層

大
半
は
技
官
で
、
女
性
技
官
は
岩
崎
を
入
れ
て

2
名
で
あ
る
。
岩
崎
は
建
築
の
勉
強
を
し
設
計

に
関
わ
る
仕
事
が
し
た
い
と
、
当
時
の
建
設
省

に
入
省
し
て
17
年
目
に
な
る
。
し
ば
ら
く
は
地

方
で
設
計
の
仕
事
を
担
当
し
て
い
た
そ
う
だ
。

途
中
、
3
度
の
出
産
で
仕
事
を
離
れ
た
期
間
も

あ
る
が
、
今
は
家
族
の
協
力
の
も
と
、
子
育
て

を
し
な
が
ら
現
場
を
飛
び
回
っ
て
い
る
。

「
設
計
図
が
形
に
な
っ
て
い
く
こ
の
仕
事
は
、

と
て
も
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。
圧
倒
的
に
男

性
が
多
い
職
種
な
の
で
、
入
省
当
時
は
正
直
苦

労
し
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
け
ど
」と
、
あ
っ

け
ら
か
ん
と
笑
っ
て
話
す
岩
崎
。
技
官
と
し
て

も
母
親
と
し
て
も
、
忙
し
い
毎
日
を
送
る
、
パ

ワ
フ
ル
な
女
性
で
あ
る
。

特
別
整
備
室
を
後
に
し
、
少
し
歩
い
た
と
こ

ろ
に
あ
る
も
う
一
つ
の
現
場
、
経
済
産
業
省
へ

と
や
っ
て
来
た
。
は
じ
め
に
案
内
さ
れ
た
の
は

免
震
装
置
が
設
置
さ
れ
た
免
震
層
。

免
震
レ
ト
ロ
フ
ィ
ッ
ト
工
事
と
は
、
国
立
国

会
図
書
館
で
行
っ
て
い
る
耐
震
補
強
工
事
が
壁

や
柱
を
強
く
頑
丈
に
す
る
の
に
対
し
、
免
震
装

置
に
よ
り
地
震
の
揺
れ
を
吸
収
し
て
抑
え
る
と

い
う
も
の
だ
。
免
震
層
に
は
72
基
も
の
免
震
装

置
が
柱
に
備
え
ら
れ
て
い
る
。
2
年
半
か
け
て

行
わ
れ
た
こ
の
工
事
は
、
経
済
産
業
省
の
建
物

の
下
を
掘
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
う
。

背
中
を
か
が
め
ず
立
っ
て
い
ら
れ
る
高
さ
の
た

め
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
し
や
す
く
、
見
学
に
来
た

海
外
の
技
術
者
は
、
こ
ん
な
に
き
れ
い
な
免
震
層

は
見
た
こ
と
が
な
い
と
驚
い
た
そ
う
だ
。

特
別
整
備
室
で
は
官
庁
施
設
の
耐
震
化
を
推

し
進
め
る
ほ
か
、
そ
の
機
能
、
性
能
を
維
持
で

き
る
よ
う
に
各
省
庁
に
対
し
て
建
物
・
保
守
・

修
繕
な
ど
の
技
術
的
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も
行
う
。

「
設
備
や
施
設
に
支
障
が
出
て
か
ら
替
え
る
の

と
、
事
前
に
替
え
る
の
と
で
は
全
然
違
う
ん
で

す
。
壊
れ
て
か
ら
だ
と
、
入
れ
替
え
る
の
に
数

カ
月
業
務
が
ス
ト
ッ
プ
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

ま
す
。
計
画
的
に
経
済
的
に
改
修
や
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
が
で
き
る
よ
う
に
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
と
て
も
大
事
な
ん
で
す
」（
岩
崎
）。
新

た
に
建
て
る
だ
け
で
な
く
、
今
あ
る
建
物
を
活

用
し
て
い
く
。
欠
か
せ
な
い
役
目
の
一
つ
だ
。

そ
の
他
、
官
庁
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、

P
F
I
事
業
※
、
霞
が
関
周
辺
を
品
格
を
備
え

た
地
区
と
す
る
た
め
の
整
備
な
ど
に
も
力
を
入

れ
て
い
る
そ
う
だ
。

免
震
層
か
ら
地
上
に
戻
り
、
地
盤
沈
下
に
よ

る
建
築
物
の
補
修
・
補
強
の
た
め
の
外
構
工
事

や
内
装
工
事
の
現
場
を
見
て
回
っ
た
。
経
済
産

業
省
の
現
場
だ
け
で
も
、
広
い
庁
舎
内
を
昇
っ

た
り
降
り
た
り
、
外
に
出
た
り
中
に
入
っ
た
り

と
、
常
に
足
を
動
か
し
て
い
る
状
態
。
少
し
息

切
れ
気
味
の
わ
た
し
た
ち
を
よ
そ
に
、
岩
崎
は

涼
し
い
顔
だ
。
快
活
に
進
む
そ
の
後
ろ
姿
は
、

何
よ
り
頼
も
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

国
家
中
枢
機
能
が
集
中
し
、
迎
賓
館
と
い
っ

た
歴
史
的
建
築
物
な
ど
も
建
つ
霞
が
関
周
辺
地

区
。整
備
を
担
う
彼
女
ら
は
、そ
の
機
能
を
支
え
、

日
本
の
財
産
を
守
り
受
け
継
ぐ
縁
の
下
の
力
持

ち
と
し
て
、
今
日
も
現
場
を
駆
け
巡
る
。
　
■

官
庁
営
繕
部
の
も
う 

一 

つ
の
使
命

現場
げんばりょく

16

18

78 6

10

5

17

2021 913

12 

15

11

1419

5. 工事が始まり仮囲いされた格子壁　6. 建設機械などで仮囲いの中はいっぱい　7.8. スケール（メジャー）を使って図面と照らし合わせ、岩崎が細かくチェックしていく　9. 工事は丁寧に進んでいく　
10. 屋上に設置されたクレーンは、さらに大型のクレーンにぶら下げて運んだという　11. 設計チームとともに施工会社との打ち合わせに臨む岩崎　12. 官庁営繕部のある霞が関のオフィス　13. 限られた時間
の中でのデスクワークに追われる岩崎　14. 免震装置が設置された経済産業省の免震層。柱の間に挟まれたゴムが揺れを吸収する働きをする　15. 「苦労するところも多いですけど、みなさんの知恵を借りて、
知恵を絞って、何とか乗り越えています」（岩崎）　16. 経済産業省の工事担当者と施工会社の方 と々。双方をつなぐのが岩崎の役目だ　17. 経済産業省での外構工事。地面を掘り返すべく、ショ
ベルカーがうなる　18. 内装工事中の経済産業省の一室　19. 岩崎の後ろには、天井まで組み立てられた足場が広がる　20. 岩崎が家族旅行に訪れた際の1枚。家族との時間も思いきり楽しむ、これがパ
ワフルな岩崎の秘訣かもしれない　21. 国立国会図書館新館の目録ホール。排煙窓・ブラインドなどの改修工事を担当し、動作点検をしている

※
民
間
資
金
や
経
営
手
法
・
技
術
力
を
活
用
し
て
公
共
施
設
な
ど

　
の
社
会
資
本
を
整
備
す
る
事
業

国立国会図書館では、大規模地震時における安全性の向上を図る
ための耐震改修工事を行っています。
本館目録ホールを囲む壁は、現在の格子壁のデザインを生かし、
コンクリートの格子壁を三角形の格子鉄骨にすることで耐震補
強します。
約4tもある格子鉄骨はいくつかのチェーンブロックで吊り上げ
所定の位置に設置します。（P12写真）

経済産業省では、既存建物の基礎下部に免震装置を設置して建
物全体の免震化を図る、基礎下免震レトロフィット工事を行い
ました。堀削工事は、山留壁、擁壁、仮設水平スラブを構築し、
耐震安全性を確保しながら進めました。

《工事の進め方》

耐震補強工事 基礎下免震レトロフィット工事

格子壁のステンド
グラスを取り外
し、保管します

① 格子壁を解体
します

② 格子鉄骨を
設置します

③ 保管していた
ガラスを取り
付けます

④

重量：約４ｔ

４．４ｍ

２
．３
ｍ

① ② ③ ④
《工事の進め方》

※赤い部分は
　免震装置
　（写真⑭）

山留壁 擁壁

仮設水平
スラブ

仮設水平
スラブ切断

ジャッキ
ダウンする

杭の周囲に仮設
ジャッキを設置
し、杭を切断後
免震装置を設置
する
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氷
見
漁
港
に
は
、
天
然
の
い
け
す
と
呼
ば

れ
る
富
山
湾
か
ら
多
く
の
種
類
の
魚
が
一
年

を
通
し
て
水
揚
げ
さ
れ
る
。
冬
の「
寒
ブ
リ
」

は
代
表
格
。
漁
港
内
に
あ
る
道
の
駅「
氷
見

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
ズ
ワ
ー
フ
海
鮮
館
」も
、

き
と
き
と（
北
陸
地
方
の
方
言
で
新
鮮
な
ど

を
意
味
す
る
）の
魚
を
求
め
る
観
光
客
で
大

賑
わ
い
だ
。

こ
こ
数
年
、
東
海
北
陸
自
動
車
道
な
ど
氷

見
市
と
中
京
圏
が
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結

ば
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
海
鮮
館
へ
の
来
館
者

も
大
幅
に
増
加
し
た
。
し
か
し
、
直
接
に
は

市
全
域
へ
の
誘
客
に
結
び
つ
い
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、「
買
い
物
客
」が「
観
光
客
」に
な
っ

て
気
軽
に
ま
ち
歩
き
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
。

そ
ん
な
仕
掛
け
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

「
食
は
も
と
よ
り
、
美
し
い
海
や
里
山
、

温
泉
な
ど
見
所
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
魚
だ
け

で
は
な
い
氷
見
の
魅
力
も
感
じ
て
ほ
し
い
」。

氷
見
市
商
工
観
光
課
主
査
の
舛
田
建
治
さ
ん

が
話
す
。

中
心
地
を
歩
く
と
、
目
に
飛
び
込
ん
で
く

る
の
は
、
漫
画「
忍
者
ハ
ッ
ト
リ
く
ん
」の

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
。「
ま
ん
が
ロ
ー
ド
」と
名
付

け
ら
れ
た
通
り
に
は
、
ポ
ス
ト
の
上
に
ハ
ッ

ト
リ
く
ん
が
。ま
た
、道
の
両
側
に
魚
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
が
並
ぶ
な
ど
に
ぎ
や
か
だ
。
氷
見

と
ハ
ッ
ト
リ
く
ん
は
、
ど
ん
な
関
係
が
あ
る

の
だ
ろ
う
か
。

実
は
、
ハ
ッ
ト
リ
く
ん
の
生
み
の
親
で
あ

る
藤
子
不
二
雄
○
氏
が
、
氷
見
市
出
身
な
の

だ
。藤
子
氏
の
生
家
で
あ
る
光
禅
寺
に
は「
怪

物
く
ん
」や「
笑
ゥ
せ
ぇ
る
す
ま
ん
」な
ど
の

石
像
も
設
置
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
氏
の
作

品
を
展
示
す
る
潮
風
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
は
、
複

製
原
画
が
ず
ら
り
と
展
示
さ
れ
、
見
応
え
十

分
。ア

ニ
メ
ブ
ー
ム
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、
海

外
か
ら
の
観
光
客
も
多
い
。「
ま
ち
な
か
巡

り
」と
し
て
藤
子
作
品
に
出
会
え
る
ツ
ア
ー

も
好
評
だ
。
ま
ん
が
文
化
の
発
信
拠
点
と
し

て
、「
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ま
ち
づ
く
り
」へ
の
挑

戦
を
続
け
て
い
る
。
楽
し
げ
な
空
間
に
は
、

ま
ん
が
を
誇
り
に
思
う
気
持
ち
が
込
め
ら
れ

て
い
た
。

ラ
ン
チ
は
な
に
を
食
べ
よ
う
か
。
朝
獲
れ

地
魚
か
、
は
た
ま
た
氷
見
う
ど
ん
か
。
ふ
と
、

「
氷
見
カ
レ
ー
」と
い
う
の
ぼ
り
旗
が
目
に
付

く
。
氷
見
で
カ
レ
ー
？
　

そ
の
理
由
を
、
飲
食
店
を
経
営
す
る
土
居

博
さ
ん
が
説
明
し
て
く
れ
た
。

土
居
さ
ん
は
衰
退
す
る
商
店
街
に
、
危
機

感
を
感
じ
て
い
た
。
な
ん
と
か
人
を
呼
び
込

み
た
い
。
そ
ん
な
時
、
誰
に
で
も
愛
さ
れ
る
、

お
手
軽
な
カ
レ
ー
が
思
い
浮
か
ん
だ
。
し
か

し
、
そ
ん
な
も
の
で
人
が
呼
べ
る
の
か
と
、

周
囲
は
半
信
半
疑
。
土
居
さ
ん
は
商
店
街
を

説
得
し
て
回
り
、
他
の
ご
当
地
カ
レ
ー
も
研

究
す
る
な
ど
、
あ
き
ら
め
ず
に
地
道
な
働
き

か
け
を
続
け
た
。

そ
う
し
た
情
熱
に
、
協
力
者
が
増
え
て
い

く
。
氷
見
の
食
文
化
を
ど
う
表
現
す
る
の
か

試
行
錯
誤
を
重
ね
、
つ
い
に
平
成
20
年
に
16

店
舗
が
試
作
品
を
持
ち
寄
る
。
広
辞
苑
に
も

掲
載
さ
れ
る
ほ
ど
名
高
い「
氷
見
鰯
」。
そ
の

煮
干
し
を
使
う
ル
ー
ル
も
確
立
し
た
。

「
例
え
ば
、
イ
タ
リ
ア
ン
の
店
で
煮
干
し

を
使
っ
た
カ
レ
ー
の
料
理
を
出
す
。
普
段
、

カ
レ
ー
を
提
供
し
て
い
な
い
店
も
試
作
品
を

作
っ
て
く
れ
た
。
涙
が
出
る
ほ
ど
、
う
れ
し

か
っ
た
で
す
よ
」。
土
居
さ
ん
の
苦
労
が
実

を
結
ん
だ
瞬
間
だ
。
今
で
は
市
内
の
21
店
舗

で
カ
レ
ー
を
提
供
し
、
食
の
イ
ベ
ン
ト
に
も

１
万
人
超
の
客
を
呼
び
込

む
な
ど
、
氷
見
の
新
ブ
ラ

ン
ド
と
し
て
着
々
と
成
長

し
て
い
る
。

氷
見
市
は「
鮮
魚
の
ま

ち
」と
い
う
強
力
な
ブ
ラ
ン

ド
が
あ
る
。
し
か
し
、
独

自
の
魅
力
が
な
い
と
、
観

光
客
は
、「
鮮
魚
が
買
え
る

他
の
地
域
」に
流
れ
て
し
ま

う
。
そ
の
危
機
意
識
こ
そ

が
、
新
し
い
観
光
の
流
れ

を
つ
く
っ
て
い
る
。
ま
ん

が
と
い
う
独
自
の
文
化
の

発
信
、
ま
た
、
カ
レ
ー
と

い
う
新
し
い
ご
当
地
グ
ル

メ
で
、
伝
統
の
氷
見
の
食

材
を
も
押
し
上
げ
て
い
く
。

地
域
全
体
で
魅
力
あ
る

ま
ち
を
目
指
し
た
い
。
訪

れ
た
人
に
、
い
つ
だ
っ
て

驚
き
を
提
供
し
た
い
。
そ

ん
な
願
い
が
つ
ま
っ
た「
き

と
き
と
」の
ま
ち
だ
っ
た
。

富
山
県
氷
見
市

「ハットリくん」、「怪物くん」、「プロゴル
ファー猿」など多数の藤子不二雄○氏の
作品が展示されている潮風ギャラリー。
「トキワ荘」の部屋のイメージ再現もあり、
藤子ワールドの雰囲気が伝わってくる。

魅力ある観光地として
国土交通省は、自然、歴史、文化等において密接な関係
のある観光地同士が連携し、２泊３日以上の滞在型観光
に対応出来るよう魅力を高めようとする区域を観光圏とし
て認定しています。
今回の氷見市は、「越中・飛騨観光圏」として、平成２２年
に認定されています。

伝
統
の
食
か
ら

新
し
い
氷
見
ブ
ラ
ン
ド
の
誕
生

氷見市ホームページ http://www.city.himi.toyama.jp/
氷見市観光情報サイト http://www.kitokitohimi.com/
氷見カレー学会 http://www.ccis-toyama.or.jp/himi/overview/himicurry/index.html

能
登
半
島
の
東
側
付
け
根
部
分
に
位
置
す
る
富
山
県
氷
見
市
は
、水
産
都
市
と
し
て
全
国
に
知
ら
れ
て
い
る
。

最
近
、「
食
」と「
ま
ん
が
」と
い
う
、ち
ょ
っ
と
意
外
な
テ
ー
マ
で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
と
聞
き
、訪
れ
て
み
ま
し
た
。

氷見市

世
界
に
誇
れ
る
ま
ん
が
文
化

レストラン、食堂、居酒屋、パン屋などお店の個性を活かし
たオリジナルカレー。
各店の味を食べ比べするのも楽しみ。

カレーによるまちおこしプロジェクト団体「氷見カレー学
会」会長の土居さん。
氷見を「食」によってアピールしたいという強い信念をもっ
て活動している。

市街の中心部を流れる湊川には「忍者ハットリくん」
と仲間たち７体のキャラクターのカラクリ時計が。朝９
時から夜７時（夏季は夜９時）まで、１時間ごとにファ
ンタジックショーをくり広げる。（冬期は休止）

藤子不二雄○氏作の「氷見
サカナ紳士録」。８種類・１６
体のサカナ紳士が点在して
いる。

ぼく、氷見のプリンス
・・いややブリンス。
仲間たちと
お待ちしています。

上
庄
川

湊
川

まんがロード

潮風ギャラリー

からくり時計

田町橋

復興橋

中の橋

和平橋

郵便局〒
市役所
◎

 光禅寺
（藤子不二雄○氏の生家）A

A

A

A
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都市・地域整備局　下水道部

国土交通省には、みなさんの生活基盤を支えるため欠かせない仕事が多く存在します。

それらが現在に至るまでの背景には、先人の知恵や技術を受け継いできた長い歴史があります。

今回は、持続可能な社会に貢献する循環のみち「下水道」にせまります。下水道の歴史

注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
身
近
な
地
域
規

模
で
水
循
環
系
を
構
築
す
る
こ
と
で
、「
地

域
社
会
の
す
ぐ
そ
ば
に
あ
る
価
値
あ
る
水
資

源
」と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り

ま
す
。
主
な
用
途
と
し
て
は
、
せ
せ
ら
ぎ
な

ど
の
修
景
用
水
と
し
て
利
用
し
て
い
る
ほ

か
、
農
業
用
水
や
工
業
用
水
、
ま
た
、
ヒ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
と
し
て
道
路
散
水
な
ど

に
も
利
用
し
て
い
ま
す
。

世
界
の
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
は
、
今

後
大
幅
に
増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
て
お
り
、

資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
枯
渇
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。
わ
が
国
で
も
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
供
給
源
を
海
外
に
依
存
し
て
い
る
た
め
、

今
後
、
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
循
環
型
社
会
の

構
築
が
必
要
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。そ
こ
で
、

下
水
処
理
場
で
は
、
水
を
き
れ
い
に
す
る
際

に
発
生
す
る
汚
泥
か
ら
資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
創
出
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
技
術
開
発
が
進
み
、
下
水
汚
泥

か
ら
得
た
バ
イ
オ
ガ
ス
を
市
バ
ス
へ
供
給
し

た
り
、
炭
化

し
た
汚
泥
を

石
炭
代
替
燃

料
と
し
て
火

力
発
電
所
で

利
用
し
た
り

す
る
ほ
か
、

世
界
的
に
枯

渇
す
る
リ
ン

を
下
水
汚
泥

か
ら
回
収
し
、

肥
料
な
ど
に
利
用
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と

も
実
現
し
て
い
ま
す
。

次
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
に
普
段
の
生
活

で
目
に
見
え
な
い
下
水
道
の
役
割
を
理
解
し

て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
下
水
道
の〝
見
え
る

化
〞を
目
指
し
て
い
ま
す
。

今
日
で
は
、
小
学
校
の
理
科
や
社
会
、
家

庭
科
な
ど
の
単
元
で
下
水
道
を
題
材
と
し
た

授
業
を
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ

の
取
り
組
み
を
全
国
に
広
げ
る
た
め
に
下
水

道
を
活
用
し
た
学
習
指
導
案
や
授
業
で
す
ぐ

に
使
え
る
教

材
の
提
供
、

下
水
処
理
場

の
見
学
や
実

験
な
ど
に
か

か
る
経
費
へ

の
助
成
制
度

な
ど
を
充
実

さ
せ
て
い
ま

す
。　世

界
の
水
と
衛
生
問
題
の
解
決
は
、
国
連

ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
に
も
掲
げ
ら
れ
て
い

る
国
際
目
標
で
す
。
国
土
交
通
省
で
は
、
過

去
、
下
水
道
分
野
の
国
際
協
力
と
し
て
、
国

際
協
力
機
構（
J
I
C
A
）を
通
じ
て
累
計

14
カ
国
に
71
人
の
長
期
専
門
家
、
31
カ
国
に

2
4
3
人
の
短
期
専
門
家
、
45
カ
国
に

2
5
0
人
の
調
査
団
を
派
遣
し
、
世
界
の
水

と
衛
生
問
題
の
解
決
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
世
界
の
水
ビ
ジ
ネ
ス
市
場
は

2
0
2
5
年
に
は
1
0
0
兆
円
規
模
に
成
長

す
る
成
長
市

場
で
あ
り
、

日
本
が
世
界

に
誇
る
優
れ

た
下
水
道
技

術
の
海
外
展

開
に
向
け
た

取
り
組
み
も

進
め
て
い
ま

す
。
　
■

下
水
道
は
、
都
市
生
活
や
経
済
活
動
を
支

え
る
重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
り
、
生
活

環
境
の
向
上
や
公
共
水
域
の
水
質
保
全
、
浸

水
被
害
の
軽
減
な
ど
の
役
割
も
あ
り
ま
す
。

今
回
は
下
水
道
の
歴
史
を
踏
ま
え
つ
つ
、

時
代
の
変
化
と
と
も
に
多
様
な
役
割
を
必
要

と
さ
れ
て
い
る
下
水
道
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

下
水
道
の
概
念
の
登
場
は
、
弥
生
時
代
ま

で
遡
り
ま
す
。
弥
生
時
代
に
は
、
稲
作
技
術

の
渡
来
な
ど
の
理
由
に
よ
り
大
き
な
集
落
が

形
成
さ
れ
、
防
御
、
用
水
、
排
水
な
ど
を
兼

ね
た
水
路
が
造
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
安
土

桃
山
時
代
に
は
、
豊
臣
秀
吉
が
作
っ
た
と
さ

れ
る
背
割
下
水（
太
閤
下
水
）が
あ
り
、
一
部

は
現
在
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
江
戸

時
代
ま
で
は
主
と
し
て
雨
水
の
排
除
を
目
的

と
し
た
下
水
道
整
備
が
全
国
各
地
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

明
治
時
代
に
な
り
都
市
化
が
進
む
と
、
大
雨

の
増
加
に
よ
る
浸
水
被
害
、
停
滞
し
た
汚
水

に
よ
る
不
衛
生
な
環
境
が
引
き
起
こ
す
伝
染

病
が
流
行
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
明
治
14
年
に
着
工
し
た
横
浜
の
レ
ン
ガ

製
大
下
水
な
ど
汚
水
を
流
す
た
め
の
本
格
的

な
近
代
下
水
道
が
造
ら
れ
ま
し
た
。

昭
和
に
入
る
と
、
明
治
、
大
正
時
代
に
下

水
道
建
設
に
着
手
し
た
都
市
が
続
々
と
下
水

処
理
場
を
供
用
開
始
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

戦
争
に
よ
る
長
い
空
白
を
経
て
、
昭
和
後
期

に
な
る
と
水
質
保
全
の
位
置
付
け
が
高
ま

り
、下
水
道
事
業
が
急
速
に
進
展
し
ま
し
た
。

現
在
、
2
0
0
9
年
度
末
で
7
3.
7
％

ま
で
下
水
道
が
普
及
し
て
お
り
、「
循
環
の

み
ち
」と
し
て
持
続
可
能
な
社
会
に
貢
献
す

る
た
め
の
新
た
な
政
策
課
題
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

今
後
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
気
候
変
動
に

よ
り
利
用
可
能
な
水
の
不
足
が
懸
念
さ
れ
て

お
り
、
新
た
な
水
資
源
の
確
保
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
今
、
下
水

処
理
水
を
再
生
水
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
に

ＭＬＩＴ歴史アーカイブス　8

下
水
道
の
資
源
・エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

下
水
道
の
は
じ
ま
り

下
水
道
分
野
の
国
際
協
力
活
動

処
理
水
の
再
利
用

折り鶴を採用したデザインマンホール
（広島県広島市）

せ
　 

わ
り
　
げ
　 

す
い

「下水道の日」は、1961年（昭和36年）、著しく遅れているわが国の下水道の全
国的な普及（当時の普及率：6％）を図る必要があったことから「全国下水道促
進デー」として始まりました。また、9月10日と定められたのは、下水道の大きな役
割の一つである「雨水に排除」を念頭に、台風シーズンである210日を過ぎた
220日(立春から数えて)が適当であるとされたことによるものです。その後、2001
年（平成13年）に、日本における近代下水道の基である旧下水道法が制定され
た1900年（明治33年）から100年を迎えたこと及び2001年が21世紀のスタート
の年にあたることなどから、近年の下水道の役割に対する認識の高まりも踏ま
え、より親しみのある名称として「下水道の日」に変更されることとなりました。

普段の生活で下水道を意識する人
はそれほどいませんが、下水道を連想
させるものとして誰もが知っているの
がマンホールです。マンホールはその
下に下水管がある目印となるだけで
なく、下水道管の清掃や点検、改築
などをする役割を担っています。
なお、全国各地には、その地域の特
色を表現したデザインマンホールが
数多く存在し、都市景観の形成や観
光資源として活用されています。

9月10日は下水道の日

ベトナムで下水道の技術指導を行う専門家 落合水再生センター「せせらぎの里」（東京都）

助成制度を活用した下水道をとりいれた授業
（長野県坂城町村上小学校）

バイオガスで走る市バス（神戸市）

明治14年に着工したレンガ製大下水（横浜市）

太閤下水（大阪市）

環
境
教
育
の
題
材
と
し
て
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はれるんのお天気教室はれるんのお天気教室はれるんのお天気教室
日本では2月の初旬がおおむね寒さのピークとなり、

その後は次第に春が近づいてくる時期に当たります。

この時期、日本付近では冬と春がせめぎ合います。

冬の冷たい空気と春の暖かい空気がまざりあい、

低気圧が急速に発達して台風並みに強まり

あらしに見舞われることがあります。

今回はこの春のあらしについてお話します。

この教室では、気象庁マスコットキャラクターのはれるん　　　 が、気象について教えてくれます。

8時間目は「春のあらし」について学びましょう。

春の
あらし

8時間目

　
図
は
春
の
あ
ら
し
が
吹
く
典
型
的

な
天
気
図
で
す
。
低
気
圧
が
急
速
に

発
達
し
、
等
圧
線
が
混
ん
で
い
る
状

態
は
、
強
風
が
吹
き
荒
れ
る
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。  

　
低
気
圧
か
ら
延
び
る
寒
冷
前
線
が

通
過
す
る
ま
で
は
、
南
よ
り
の
暖
か

い
強
風
が
吹
き
込
ん
で
全
国
的
に
気

温
が
上
が
り
、
積
雪
の
あ
る
地
方
で

は
な
だ
れ
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
２
月
の
立
春
か
ら
３
月
の
春
分

の
あ
い
だ
に
、
こ
の
よ
う
な
気
象
条

件
の
も
と
で
最
初
に
吹
い
た
南
風
が

「
春
一
番
」
と
な
り
ま
す
。

　
寒
冷
前
線
が
通
過
す
る
際
に
は
、

局
地
的
に
雷
を
伴
っ
て
大
雨
や
ひ
ょ
う

が
降
る
ほ
か
、
竜
巻
な
ど
の
突
風
が

発
生
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
寒
冷
前
線
が
通
過

し
た
あ
と
は
一
転
、
数
日
に
わ

た
っ
て
北
よ
り
の
冷
た
い
季
節

風
が
吹
き
、
冬
に
逆
戻
り
し

た
よ
う
な
天
候
に
な
り
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
大
荒
れ
の
天

候
が
予
想
さ
れ
る
場
合
、

気
象
庁
で
は
気
象
情
報
を
発

表
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

低低
低

2010年3月21日9時の天気図 

はれるんプロフィール

名 前：はれるん（気象庁マスコットキャラクター）
種 別：地球の自然（太陽、雲、雨）
所 属：気象庁総務部総務課広報室
趣 味：天気予報
仕 事：国民の気象庁に対する親近感を深めること。
その他情報：特技は、雲の襟巻きを回転させ、空を飛ぶこと。
（地球上に災害が発生しないよう監視するため）
各地のお天気フェア、気象庁ホームページ、気象庁1階にある「気象科学館」で
会うことができる。

20日は汗ばむ陽気でしたが、21日には北海道や関東で暴風となりました。 
千葉市中央区で最大瞬間風速38.1m/s、神奈川県箱根町箱根では1時間に
67mmの非常に激しい雨を観測しました。

図中の数字は気圧（hPa）図中の数字は気圧（hPa）

低

低

高

高寒冷前線寒冷前線

温暖前線温暖前線

あ
た
た
か
い

つ
め
た
い

奄美大島の土砂災害の現場に、国土交通省の緊急災害対策派遣隊（※TEC-FORCE）が派遣
されたというニュースを見ました。どんな仕事をする人達ですか？

緊急災害対策派遣隊ってどんなことをしているの？
河川局 担当者に聞きました。

（鹿児島県・高1）

国土交通省に寄せられた、普段の生活で感じたふとした疑問や質問

などを紹介するこのコーナー。

今回は、「TEC-FORCE」と呼ばれる緊急災害対策派遣隊と、線路と

道路を走る電車「デュアル・モード・ビークル」についての2つの質問に

お答えしていきます。

教えて国
土交通省

！

線路も道路も走る電車があるって本当？
線路と道路の両方を走る電車があると聞きました。それは本当ですか？どこかで乗ることは
できますか ?

列車が走るための線路と自動車が走るための道路の双方を走ることができる車両をデュアル・モー

ド・ビークル（Dual Mode Vehicle, DMV）と呼んでいます。

外見や構造はバスとほとんど同じですが、ゴムタイヤと金属車輪の両方を備えていて、道路とレール

の乗り換え時間はわずか十数秒です。

既にある道路と線路を走行するので、改めて道路を造ったり線路を敷く必要はありません。現在、JR

北海道が開発しているDMVは、ベースがマイクロバスであり、購入費

や燃費などは従来の鉄道車両よりコストを低く抑えられることが期待さ

れています。

また、“ゆとりーとライン”の愛称で知られる名古屋ガイドウエイバスは、

渋滞する区間では道路の中央分離帯上に設けた高架の専用道をバス

の両側に出したガイド輪により案内されて走り、一般道路では路線バス

として運行します。名古屋市内を約１０分間隔で運行しています。

鉄道局 担当者に聞きました。

（大分県・小３）

ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ（テックフォース）は、大規模自然災害が発生し、または発生する恐れがある場合に、

被災地の地方公共団体などが行う災害応急対策に対する技術的な支援を円滑かつ迅速に実施する

ことを目的として2008年に組織されました。通常業務をする傍ら現在２６０８名の隊員が、非常時に

備えて訓練しスキルアップしています。

本省、国土技術政策総合研究所、国土地理院、地方整備局、地方運輸局、北海道開発局、沖縄総合事

務局、気象庁に設置され、先遣班、現地支援班、情報通信班、高度技術指導班、被災状況調査班、応

急対策班、輸送支援班、地理情報支援班、気象・地象情報提供班が災害支援の活動を行います。

※Technical　Emergency　Control　Force

JR北海道で開発中のDMV

被災状況調査活動を行う

情報収集車で被災状況を把
握し、地方公共団体などへ配
信して情報共有を図る
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平成23年12月末までに工事に着手したエコ住宅の新築やエコリフォームを対象とする『住宅エコポイント』の発行対象が
拡充されました。
平成23年1月以降に工事に着手し、新築のエコ住宅に「太陽熱利用システム」を設置
する場合、あるいはエコリフォームと併せて「太陽熱利用システム／節水型トイレ／
高断熱浴槽」を設置する場合、ポイントが加算されます。
ポイントは、環境配慮製品や商品券などとの交換や追加工事費用に充当することが
できます。是非、ご活用ください。
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平成23年１月より住宅エコポイントの発行対象が拡充されました

「建設企業の連携によるフロンティア事業」の助成対象事業者を
公募します！！

国土交通政策研究所は、国土交通省のシンクタンクとして、内部部局の企画・立案を支援
するとともに、研究成果を発信しています。機関誌PRI Review冬号を発行しました。ご依頼に
応じて郵送するほか当研究所HP上にも掲載していますので、是非ご覧ください。
また、平成22年度「研究発表会」を以下のとおり開催します。詳細が決まり次第ホームページ
に掲載しますので、大勢の皆様のご参加をお待ちしております。
　　  日時 ： 平成23年3月15日（火）午後
　　  場所 ： 中央合同庁舎第2号館講堂

「PRI Review 第３９号 ～2011年冬期～」 発行！

I
n

f o r m a t i

o
n

国土交通省は、建設企業が連携の強化をし、技術者などを新規に雇用することにより、維持管理、エコ建築、耐震、リフォーム
などの成長が見込まれる市場の開拓を図る事業を支援いたします。
本事業では、対象事業者を１００件程度選定し、最大１０００万円を助成いたします。助成を希望される事業者は、募集要領に従い
平成２３年２月１５日（火）～２月２８日（月）（※当日必着）の期間内に下記ホームページ掲載の各ブロック担当宛にご提出ください。

お問い合わせ ： 住宅エコポイント事務局 TEL.0570-064-717（有料） 受付時間9:00～17:00
http://jutaku.eco-points.jp

お問い合わせ ： 総合政策局建設市場整備課建設産業振興室  企画係 TEL.03-5253-8111（内線 24827）
http://www.mlit.go.jp/report/press/sogo14_hh_000180.html

お問い合わせ ： 国土交通政策研究所総務課 TEL.（代）03-5253-8111（内線53816）
http://www.mlit.go.jp/pri

　「
人
の
命
に
か
か
わ
る
記
事
を
書
い
て
く

れ
」。
２
０
１
０
年
３
月
に
国
土
交
通
省
の

担
当
と
な
る
際
、
デ
ス
ク
か
ら
心
構
え
と

し
て
預
か
っ
た
一
言
だ
。
国
交
省
は
幅
広

い
分
野
を
扱
う
巨
大
官
庁
ゆ
え
、取
材
テ
ー

マ
は
際
限
な
く
あ
る
。「
社
会
部
の
記
者
と

し
て
何
を
ど
こ
ま
で
追
え
ば
い
い
の
か
」

と
、
多
少
の
不
安
を
抱
え
て
い
た
私
は
、

こ
の
一
言
で
胸
の
つ
か
え
が
取
れ
た
気
が

し
た
。

　
思
え
ば
入
社
以
来
十
数
年
と
な
る
が
、

キ
ャ
リ
ア
の
ほ
と
ん
ど
は
事
件
・
事
故
の

担
当
と
し
て
過
ご
し
て
き
た
。
初
任
地
の

浦
和
支
局（
現
・
さ
い
た
ま
支
局
）で
初
め

て
書
い
た
原
稿
は
交
通
事
故
だ
っ
た
。
夏

休
み
の
あ
る
日
、
学
習
塾
に
向
か
う
自
転

車
に
乗
っ
た
女
子
中
学
生
が
、
横
断
歩
道

を
渡
る
際
に
信
号
無
視
し
た
乗
用
車
に
は

ね
ら
れ
て
死
亡
し
た
事
故
、
と
記
憶
し
て

い
る
。

　
取
材
す
る
の
も
、
原
稿
を
書
く
の
も
初

め
て
だ
っ
た
私
は
ピ
ュ
ア
だ
っ
た
。
人
の

死
を
身
近
に
感
じ
て
、「
な
ん
て
か
わ
い
そ

う
な
ん
だ
」と
思
う
だ
け
だ
っ
た
。
警
察

署
の
副
署
長
に
か
じ
り
つ
い
て
取
材
し
た

結
果
を
、
す
べ
て
原
稿
に
書
き
込
ん
で
警

察
担
当
の
キ
ャ
ッ
プ
に
渡
し
た
。

　「
お
前
は
ア
ホ
か
」。
原
稿
を
見
た
瞬
間

に
キ
ャ
ッ
プ
の
怒
声
が
飛
ん
で
き
た
。
そ

し
て
、
こ
う
付
け
加
え
た
。「
こ
ん
な
に
長

い
の
が
紙
面
に
載
る
訳
な
い
だ
ろ
。
25
行

に
し
ろ
」。「
人
が
死
ん
で
い
る
の
に
、
た
っ

た
の
25
行
？
原
稿
用
紙
１
枚
以
下
じ
ゃ
な

い
か
」と
、
違
和
感
を
感
じ
た
が
、
泣
く

泣
く
、
命
じ
ら
れ
る
が
ま
ま
に
原
稿
を「
処

理
」し
た
。
こ
れ
が
記
者
と
し
て
の
原
点

だ
。

　
し
か
し
、
時
は
過
ぎ
、
記
者
と
し
て
経

験
を
重
ね
て
い
く
と
、
ニ
ュ
ー
ス
価
値
の

判
断
が
自
然
と
身
に
付
い
て
い
っ
た
。
取

材
者
と
し
て
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
人
の
死

を
原
稿
に
し
て
き
た
。
い
つ
し
か
当
た
り

前
の
よ
う
に
、
死
亡
事
故
を
25
行
の
原
稿

で
処
理
す
る
自
分
が
い
た
。
時
間
的
な
制

約
も
あ
り
、
人
の
死
を
自
分
に
重
ね
て
い

ら
れ
な
く
な
っ
て
い
た
。

　
昨
年
１
月
に
長
男
が
誕
生
し
た
。
33
時

間
に
わ
た
り
陣
痛
に
苦
し
み
続
け
た

妻
の
そ
ば
に
い
た
せ
い
か
、
出
産
の

瞬
間
、
涙
が
こ
ぼ
れ
た
。
命
と
正
面

か
ら
向
き
合
う
経
験
が
で
き
、
忘
れ

か
け
て
い
た
ピ
ュ
ア
な
感
覚
を
取
り

戻
せ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

　
子
育
て
に
奮
闘
す
る
妻
が
あ
る

日
、
泣
き
じ
ゃ
く
り
な
が
ら
電
話
し
て
き

た
。
虐
待
死
し
た
乳
児
の
記
事
を
新
聞
で

読
ん
だ
、
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
妻
も
以
前

は
記
者
を
し
て
い
た
が
、
も
は
や
そ
の
面

影
は
な
く
、「
な
ん
で
こ
ん
な
こ
と
が
起
き

る
の
」と
、
母
親
と
し
て
感
じ
た
ま
ま
を

必
死
に
伝
え
て
い
た
。

　
仕
事
の
話
に
戻
そ
う
。
国
交
省
担
当
と

な
っ
た
後
、
７
月
の
埼
玉
県
秩
父
市
で
起

き
た
県
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
墜
落
、
８
月

に
香
川
県
沖
で
起
き
た
海
上
保
安
庁
の
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
墜
落
な
ど
大
き
な
事
故
を
取

材
し
た
。
事
故
原
因
や
再
発
防
止
策
を
念

頭
に
置
き
な
が
ら
取
材
し
た
つ
も
り
だ
が
、

海
保
の
ヘ
リ
事
故
は
残
念
な
こ
と
に
、
５

人
が
死
亡
し
た
事
実
よ
り
も
、
海
保
側
の

報
道
機
関
へ
の
説
明
不
足
が「
隠
ぺ
い
」と

大
き
く
伝
え
ら
れ
た
。

　
10
月
に
は
全
日
空
系
機
が
、
管
制
ミ
ス

に
よ
り
北
海
道
・
旭
川
空
港
近
く
で
山
肌

に
衝
突
す
る
危
機
に
遭
遇
し
た
。
運
輸
安

全
委
員
会
の
調
査
で
は
、
同
機
に
搭
載
さ

れ
た
Ｇ
Ｐ
Ｗ
Ｓ（
対
地
接
近
警
報
装
置
）が

作
動
し
た
が
、
機
長
が
回
避
措
置
を
取
ら

な
け
れ
ば
、
20
〜
30
秒
後
に
は
乗
客
乗
員

57
人
を
巻
き
込
む
大
惨
事
と
な
っ
た
可
能

性
も
あ
っ
た
。

　
航
空
局
か
ら
日
々
、航
空
機
の
イ
レ
ギ
ュ

ラ
ー
運
航
情
報
が
卓
上
に
届
く
。
記
事
に

す
る
こ
と
は
少
な
い
が
、
そ
の
中
の
一
枚

に
、
未
来
に
起
こ
る
大
事
故
の
芽
が
潜
ん

で
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
失
わ
れ
た
命
は

二
度
と
戻
ら
な
い
。
原
点
を
忘
れ
ず
に
取

材
を
続
け
て
い
き
た
い
。

ひ 

ご 
 

　ま
さ
し

記
者
席
か
ら

原
点
忘
れ
ず
に

比
護

　正
史

東
京
新
聞
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